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カラマツ人工林からの経線別素材生産予測（第2報）
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　北海道のカラマツ人工林は，面積で495千ha，蓄積で

50，586千m3（昭和58年4月）と報告されている。この

うち民有林が面積で72％，蓄積で79％を占めており，

また支庁別分布では十勝，網走，上川の3支庁で面積

60％，蓄積55％と半数以上になり，この3支庁で主生

産地を形成している。

　前報1）で十勝支庁管内のカラマツ人工林からの，径

級別素材生産量の予測を行った。道内カラマツ人工林

の主生産地である網走，上川両支庁管内についても予

測を試みたので報告する。

　前報の十勝支庁管内は，地位指数を平均化して20

（2等地）で推計したが，今回の網走，上川について

は第1表に示した市町村別地位指数を用いて推計した。

　造林面積は網走109，528ha，上川52．807haで，これ

らの所有者別造林面積を第2，3表に示したが，その

大部分は民有林で網走76％，上川82％である。推計に

用いた造林面積は，民有林は道森林計画課，道有林は

道有林管理室業務課で，それぞれ作成した資源構成表

を用いた。国有林については1983年4月に管内営林署

に依顆調査を行い，報告を受けたものを用いた。また，

国有林，道有林はそれぞれで生産計画を持っていると

思うが，ここでは管内民有林と同じ条件で推計した。

結果を第3，4表に示した。

　なお，今回の予測では林分の再造林及び昭和57年以

第1表　網走，上川支庁管内市町村別地位指数

後の造林からの量は見込まれていないし，主伐期40年

での予測のため，41年以上の林分が網走509ha，上川

535haあるが，今回の予測計算からは除外されているく

　今回予測にあたり，国有林の造林面積について網

走，上川支庁管内の各営林署に多大な御協力を戴きま

した。ここに深く感謝の意を表します。
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第2表　網走支庁管内カラマツ人工造林面積 第3表　上川支庁管内カラマツ人工林造林面積
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第4表　網走支庁管内の所有者別，年別及び
　　　 径級別カラマツ素材生産量予測

第5表　上川支庁管内の所有者別，年別及び
　　　 径級別カラマツ素材生産量予測
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